検印



年　組　道徳学習指導本案　　　
月　　日（　）　限
指導者　
１．主題名　　
２．目標	
　　　　　　　　　　　　　　　
３．資料名　　
４．指導にあたって
　



















５．準備



６．本時の学習
	学習活動
	時間
	教師の支援（・）と評価（□）

	

＜　　　　　　　　　　　　　　　　　＞



	
	



検印



５年４組　道徳学習指導本案　　　
９月３０日（月）３限
[bookmark: _GoBack]指導者　広井　心
１．主題名　　がまんする心　　1-(1)思慮・節度・節制
２．目標	
自分の生活をふり返り、節度を守り節制に心がけようとする態度を養う。　　　　　　　　　　　　　　　
３．資料名　　流行おくれ　（５年生の道徳　文溪堂）
４．指導にあたって
　人間は、ともすれば安易な生活に流されがちである。自分の感情や衝動のままに、度を越した行動をしたり、わがままな行動をとることがある。常に自分の行動をふり返り、失敗や後悔をしないよう、節度を守り節制に心がける態度を持つことが大切である。節度・節制を心がけることは、自分のよさを伸ばす上でも必要なことである。生活をふり返ることで、客観的に物事を考えられるようになり、善悪を判断して、自分をコントロールできるようになるだろう。そして内省を重ねながら、自分のよさに気付き、伸ばすことができると考える。
　クラスの子どもたちは、基本的な生活習慣を身につけていると言えるが、自分の生活をふり返るまでには至っていない。わがままはいけないと頭では理解していても、つい調子に乗って失敗したり、後悔したりする。また、物があふれている生活の中で、物を粗末にしたり、必要のない物まで手に入れようとする様子も見られる。物を大切にし、自らの生活をよりよくしていこうとする態度を養うことが大切である。
　本資料は２つの場面から構成されている。「まゆみは、友達の話から新しいジーンズが欲しくなり、母にねだるが断られる。腹を立てて自分の部屋に戻ったまゆみは、自分の机で本を探す弟を見て怒る。欲しい本を我慢して友達から借りたという弟の話を聞き、雑然とした自分の部屋を見回すうちに、だんだん落ち着かない気持ちになる。」このような経験は、どの児童にもあり、共感しやすいだろう。主人公の気持ちに共感し「がまんした方がよい。けれど、がまんできない。」といった本音を出しながら、ねらいに迫っていきたい。
５．準備
児童ふり返り用ワークシート
場面絵


６．本時の学習
	学習活動
	時間
	教師の支援（・）と評価（□）

	1 本時の課題をつかむ
○欲しいものがあるとき、どうしているかな
　・お母さんにたのんで買ってもらう
・おこづかいをためる
＜がまんする心について考えよう＞


２　資料「流行おくれ」を読んで話し合う
○みどりの話をきいたまゆみはどんな気持ちだったかな　
　・うらやましいなぁ
　・自分も買ってもらいたい
　・友だちと同じ物が欲しいなぁ
○お母さんに断られたまゆみはどんな気持ちかな
・自分だけ流行おくれになる
　・いつも欲しい物を買ってくれない
　・がまんできない
○弟が欲しい本をがまんしていることを聞いてまゆみはどう思ったかな
　・わたしはがまんできない
　・理由はどうあれ、勝手に机をさわ
らないでほしい
　・弟は、えらいなぁ
◎自分の部屋を見わたして、まゆみはどう思ったかな
　・自分は物を大切にしていないなぁ
　・お母さんの言うことがわかった
　・やっぱり欲しい、がまんできない
３　自分をふり返る
○もう少しがまんすればよかった、と感じた経験はないかな
・兄弟げんかでつい言い過ぎた
・欲しい物をがまんできず、お金を使いすぎた
４　教師の説話を聞き、まとめる
わがままや衝動につられて行動してしまうと、あとで後悔したり失敗したりしてしまうんだ　　よく考えて自分の気持ちをコントロールできるようになりたい



	  5





　
30
























　5




　5
	・これまでの経験を想起させることで、資料に共感しやすくさせる







・役割読みを取り入れることで、主人公の気持ちに迫らせる



・本音を出しやすくするために、ワークシートを用意し、母に対する不満の意見も出させる


・板書を工夫することで、「やっぱりがまんできない」という気持ちと「がまんしようか」という気持ちの対立を意識させる



　落ち着かない気持ちのまゆみに共感できる
（発言・ワークシート）





・自分の生活をふり返りワークシートに書くことで、今後の変容を意識しやすくさせる







